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〔
昭
和
七
年 

第
十
回
春
陽
展
・
大
阪
展
〕 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
Ⅰ
） 

 
・
第
十
回
春
陽
展 

大
阪
展 

六
月
八
日
～
十
四
日 

白
木
屋
呉
服
展
／
大
阪
毎
日
新
聞

社
主
催 

 

（
大
阪
毎
日
新
聞 
社
告 

六
月
七
日
） 

 
 

 

八
日
か
ら
十
四
日
ま
で 

 

春
陽
会 

第
十
回
展
覧
会 

 
会
場
・
大
阪
白
木
屋
七
階 

 

現
代
わ
が
洋
画
壇
の
権
威
と
し
て
確
然
た
る
存
在
の
春
陽
会
は
、
本
年
十
周
年
を
迎

へ
三
百
卅
一
点
の
入
選
を
決
定
、
四
月
下
旬
か
ら
五
月
中
旬
に
か
け
て
東
都
に
展
観
し

斯
界
の
注
目
を
ひ
い
た
が
、
関
西
に
お
け
る
展
覧
会
を
い
よ
〳
〵
八
日
か
ら
十
四
日
ま

で
大
阪
白
木
屋
に
開
き
美
術
愛
好
家
の
鑑
賞
を
仰
ぐ
こ
と
と
な
つ
た
。
多
数
の
来
観
を

望
む
。（
入
場
料
五
十
錢
） 

  

春
陽
会
展
・
け
ふ
か
ら 

第
一
日
す
で
に
盛
況 

 

本
社
主
催
、
春
陽
会
第
十
回
展
覧
会
は
八
日
か
ら
堺
筋
白
木
屋
七
階
で
初
日
の
幕
を

開
け
た
が
、
当
日
は
折
柄
の
好
晴
に
午
後
二
時
ま
で
の
入
場
者
約
五
百
名
、
厳
選
の
二

百
卅
七
点
を
鑑
賞
し
た
。
同
展
覧
会
は
十
四
日
ま
で
で
あ
る
が
、
な
ほ
本
社
の
主
催
で

十
一
日
午
後
七
時
か
ら
春
陽
会
講
演
会
が
本
社
講
堂
で
開
か
れ
、
十
二
日
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
は
春
陽
会
員
を
中
心
と
す
る
「
日
曜
画
家
の
会

パ
ン
ツ
ル
・
デ
ィ
マ
ン
シ
ュ

」
を
、
午
後
六
時
か

ら
は
春
陽
会
員
と
「
日
曜
画
家
の
会
」
懇
親
会
を
甲
子
園
ホ
テ
ル
で
行
ふ
こ
と
に
な
つ

て
ゐ
る
。（
写
真
は
初
日
の
会
場
） 
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（
大
阪
毎
日
新
聞 

社
告 

六
月
七
日
） 

  

美
術
に
関
す
る
講
演
会 

（
来
聴
随
意
） 

 

十
一
日
午
後
七
時 

本
社
講
堂
で 

  

本
社
主
催
春
陽
会
第
十
回
展
覧
会
が
大
阪
白
木
屋
で
開
催
中
、
春
陽
会
員
諸
氏
が
多

数
来
阪
さ
れ
る
の
を
機
会
に
、
本
社
は
次
の
三
つ
の
講
演
会
開
き
ま
す
。 

 

洋
画
未
来
記 

 
 

 
 
 
 

硲 
伊
之
助
氏 

画
人
の
生
活 

 
 

 
 
 
 

小
林
徳
三
郎
氏 

写
生
地
と
こ
ろ
ど
こ
ろ 

 
 

田
中
善
之
助
氏 

現
代
フ
ラ
ン
ス
画
壇
の
思
潮 

小
山 

敬
三
氏 

 

＊ 

 

「
日
曜
画
家
の
会

パ
ン
ツ
ル
・
デ
ィ
マ
ン
シ
ュ

」 

十
二
日 

甲
子
園
ホ
テ
ル
で 

  

美
術
の
国
フ
ラ
ン
ス
に
於
る
パ
ン
ツ
ル
・
デ
ィ
マ
ン
シ
ュ
（
日
曜
画
家
）
の
風
景
を

日
本
に
移
し
植
ゑ
よ
う
と
す
る
本
社
の
「
日
曜
画
家
の
会
」
は
こ
れ
で
第
三
回
目
で
す
。

当
日
は
次
の
春
陽
会
員
諸
氏
並
に
近
畿
在
住
の
諸
大
家
が
奮
つ
て
そ
の
指
導
の
任
に
当

り
、
自
由
に
批
評
し
て
下
さ
る
は
ず
で
す
。
ア
マ
チ
ュ
ア
画
家
並
び
に
洋
画
鑑
賞
家
の

参
会
を
望
み
ま
す
。 

 

日
時 
 

十
二
日
（
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
） 

場
所 

 

甲
子
園
ホ
テ
ル 

会
費 

 

一
圓
五
十
錢―

昼
食
、
茶
菓
付―

 

申
込
所 

△
大
阪
本
社
事
業
部
、
△
心
斎
橋
八
幡
筋 

河
内
洋
画
材
料
店
、
△
心
斎

橋 

文
房
堂
、
△
京
都
河
原
町 

蛸
薬
師 

山
本
画
箋
堂
、
△
神
戸
元
町 

文
華
堂
。 

 

春
陽
会
出
席
指
導
者 

足
立
源
一
郎
氏
、
硲
伊
之
助
氏
、
木
村
荘
八
氏
、
鬼
頭
甕
二
郎

氏
、
小
山
敬
三
氏
、
小
林
徳
三
郎
氏
、
森
田
恒
友
氏
、
中
川
一
政
氏
、
田
中
善
之
助

氏
。 

 

春
陽
会
を
中
心
と
す
る
懇
親
会 

 

な
ほ
十
二
日
午
後
六
時
か
ら
甲
子
園
ホ
テ
ル
で
引
続
き
春
陽
会
員
を
中
心
と
す
る

懇
親
会
を
開
き
ま
す
。
多
数
御
参
会
を
希
望
し
ま
す
。（
会
費
一
圓
五
十
錢
、
申
込
受

付
「
日
曜
画
家
の
会
」
と
同
じ
で
す
。） 
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（
大
阪
毎
日
新
聞 

報
道 

六
月
十
三
日
） 

  

緑
の
蔭
に…

彩
管
三
昧 

 

 

甲
子
園
ホ
テ
ル
で 

日
曜
画
家
の
会 

  
 

 

本
社
主
催
、
第
三
回
「
日
曜
画
家
の
会

パ
ン
ツ
ル
・
デ
ィ
マ
ン
シ
ュ

」
は
十
二
日
午
前
九
時
か
ら
甲
子
園
ホ
テ
ル

で
行
は
れ
初
夏
の
日
曜
を
カ
ン
ヴ
ァ
ス
に
向
つ
て
芸
術
三
昧
に
浸
ろ
う
と
い
ふ
ア
マ
チ

ュ
ア
男
女
画
家
八
十
名
参
集
、
春
陽
会
員
な
ら
び
に
近
畿
在
住
諸
大
家
の
懇
切
な
指
導

で
、
ダ
ン
ス
・
パ
レ
ス
の
ダ
ン
サ
ー
を
モ
デ
ル
に
、
ホ
ー
ル
内
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
、
人

物
、
静
物
、
或
は
庭
園
の
風
景
に
、
そ
れ
〴
〵
得
意
の
彩
管
を
揮
ひ
、
午
後
四
時
出
来

上
が
つ
た
所
を
ホ
ー
ル
内
に
持
寄
つ
て
諸
大
家
の
批
評
を
仰
ぎ
、
多
大
の
収
穫
を
得
て

散
会
、
引
続
き
午
後
六
時
か
ら
春
陽
会
員
を
中
心
に
懇
親
会
が
催
さ
れ
、
本
社
よ
り
城

戸
専
務
も
出
席
、
芸
術
談
に
花
咲
か
せ
て
同
九
時
盛
会
裏
に
散
会
し
た
。 
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（
春
陽
会
第
十
回
展
覧
会 

大
阪
展
）
評 

 
 
 
 

（
Ⅱ
） 

  

『
大
阪
今
日
新
聞
』 

昭
和
七
年
六
月
十
二
日 

  

美
術
批
評 

 

春
陽
会
寸
評 

光
末 

正
人 

  

六
月
八
日
よ
り
十
四
日
ま
で
堺
筋
白
木
屋
に
て
開
催
中
の
春
陽
会
展
を
観
る
。 

 

春
陽
会
の
持
つ
近
代
的
明
快
な
ム
ー
ド
は
一
歩
一
歩
理
想
の
楽
園
に
達
し
つ
つ
あ
る

事
が
今
回
展
で
正
し
く
観
取
さ
れ
た
。
全
体
と
し
て
は
東
洋
味
の
あ
る
事
と
純
な
楽
し

さ
と
渋
味
の
あ
る
事
が
特
徴
で
、
因
習
に
囚
は
れ
ず
表
現
形
式
に
も
極
め
て
変
化
の
多

い
、
各
種
の
作
品
を
網
羅
し
た
事
は
面
白
い
現
象
と
思
ふ
。
記
憶
に
残
つ
た
作
品
に
就

い
て
メ
モ
を
と
つ
て
み
た
。 

 

倉
田
三
郎
氏
の
《
栗
の
須
風
景
》
は
色
感
の
明
快
な
風
景
画
家
と
し
て
の
肩
の
凝
ら

な
い
葉
づ
れ
の
音
の
リ
ズ
ム
を
写
す
情
緒
の
人
の
観
が
あ
る
。
追
究
の
人
よ
り
味
ひ
楽

し
む
人
に
近
い
感
が
す
る
。
自
然
観
照
の
深
み
理
法
の
洞
察
と
表
現
は
見
逃
す
事
は
出

来
な
い
。
小
穴
隆
一
氏
の
《
裸
婦
》
は
暖
色
系
統
の
色
彩
に
関
す
る
鋭
い
感
受
性
を
示

し
て
ゐ
る
が
、
従
来
見
受
け
ら
れ
た
ぼ
や
〳
〵
し
た
感
が
と
れ
な
い
様
だ
。 

 

小
山
敬
三
氏
の
《
海
濱
祭
日
》
は
大
作
だ
が
毎
年
見
る
氏
の
作
の
中
で
は
今
年
の
は

一
番
力
作
と
し
て
上
げ
う
べ
き
だ
。
此
の
大
作
で
は
色
感
の
全
体
と
し
て
の
調
和
を
一

義
的
に
見
過
ぎ
た
た
め
に
、
コ
ン
ポ
ジ
ッ
シ
ョ
ン
よ
り
く
る
緊
密
さ
が
乏
し
く
弱
い
感

じ
を
受
け
る
の
が
残
念
だ
。 

 

 

小
山
敬
三
《
海
濱
祭
日
》 

  

長
谷
川
昇
氏
の
《
Ｓ
嬢
》
は
コ
ン
ポ
ジ
ッ
シ
ョ
ン
も
よ
く
、
強
い
イ
ム
パ
ル
シ
ヴ
（
衝

撃
的
）
な
筆
致
で
爽
や
か
に
描
写
さ
れ
堅
実
な
筆
致
と
精
神
が
合
致
し
て
よ
い
効
果
を

上
げ
て
ゐ
る
。 

 

田
川
勤
次
氏
の
《
公
園
曇
り
日
》
は
秀
抜
な
自
然
模
写
を
モ
ッ
ト
と
し
て
色
感
が
魅

惑
だ
。 

 
小
杉
放
庵
氏
の
《
呉
牛
》
は
純
南
画
的
な
伝
統
か
ら
離
れ
た
や
う
な
感
が
あ
り
渾
然

と
し
て
水
墨
の
調
子
が
よ
く
こ
な
さ
れ
て
あ
る
の
は
正
に
氏
の
聡
明
を
語
る
も
の
で
あ

る
。
水
谷
浩
司
氏
の
《
緑
蔭
の
女
》、
青
木
申
四
郎
氏
の
《
早
春
》
は
上
ぐ
べ
き
も
の
だ
。 

 

石
井
鶴
三
氏
の
《
人
体
ク
ロ
ッ
キ
ー
》
等
も
小
品
な
が
ら
見
ご
た
へ
の
あ
る
ス
ケ
ー

ル
の
あ
る
大
き
い
よ
い
作
品
だ
。 


